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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・新しい外線対応用のノートを準備しています。表紙の情報も差し替えていますので各自ご確認お願いします。

・連絡網について現在の北病棟メンバーで再構成しています。また火災があった際の各スタッフの行動についてフォルダに保管しています。各自ご確認お願いします。

・８月より布団干しが開始されます。梅雨明けに衛生面を配慮しながら取り組むようにお願いします。

・寒暖差がありこれから体調を崩しやすい時期となってきます。各自体調管理を行っていきましょう。

・看護グループ内研修のおしらせ
日時：6/4(火)　11:10～11:40　17:15～17:45　会場：病院2F会議室
内容：医療従事者としての姿勢　講師：東SGM　対象：病院新人看護・介護職員 
 　・6/3までに出席表への打ち込みをお願いします。
　　書類フォルダ→みんなの共有→看護課共有→看護G内研修出席表（ｼｮｰﾄｶｯﾄ）
→医療従事者としての姿勢
・来週より3グループ目（全6グループ中）の実習生が病棟に実習に来ます。実習生の受け持ちは赤坂順市様を担当して頂く予定です。

・ＮＰＯ家族支援活動「知恵の輪」会報誌VOL.15がWIZに掲示板に掲示しています。各自ご確認お願いします。 
また総会・研修会・交流会を下記の日程で行います。
6/22（土）13:00～
　　　    12：00～ヘルシー弁当の昼食会（￥600）
　　　　  13：00～総会
　　　　  13：45～ＤＶＤによる研修会「発達障害の人の可能性を広げよう！～人間関係を変　

えるコミュニケーション～」
　　　　  15：00～交流会
　　　　  15：30　終了予定　です。
　会員の方は、総会への出席をお願いします。なお、都合により出席できない方は必ず「委任　　状」を提出していただきますようお願いいたします。委任状は来週までに、地域医療部→うみねこ幸房のフォルダ内に準備いたしますので、印刷の上でうみねこ幸房まで提出いただきますようお願い致します。なお、新規入会も随時受け付けております。
　参加希望の方は、同じくうみねこ幸房のファイルに研修参加希望書を載せますのでそちらに記入をお願いします。詳しくは、NPO法人江刺家さんまでお問い合わせ下さい。
・5/29（水）に財団法人の秋山さんと東SGMで話し合いを行っています。

　・患者様の青山荘・青風荘の入所にあたり、患者様の方向性について施設間同士で意思疎通を図る必要があります。病院と施設間に評価とその尺度に相違を生じさせない為にも、地域復帰支援検討会等に施設のスタッフも参加して頂くよう呼びかけていきましょう。

・また青山荘は現在20人の枠の中14人が入所し、4人が外部から訓練に来られています。全体のうち7・8割のバランスで利用して頂いています。

　　青山荘の入所条件（年齢・入所後2年＋1年の期間で退所）を視野に入れながら、入所対象の患者様について･･･

　○例えば

倉橋生子様…仮に青山荘へ所したとして、退所したその後の本人の行き先について不明瞭で

ある為、方向性を定めていく事が課題となってきます。青風荘も視野に入れ慎

重に本人へ説明し、施設と情報共有しながら退院支援を進めていく必要があ

ります。

＜注目患者様ケース検討＞

・木村　義重様～本人より夜間眠れている為、就床前薬を止めてほしいと希望が聞かれています。

　　　　　　　　以前、服薬時に誤って落とした薬を「飲まなくていいべ」と話していた経過もありますので、服薬について重要視していない様子もあります。本日で学生の実習が終了となっていますので、終了後の本人の様子を観察・確認していきましょう。

○服薬について訴えてくる患者様

　・倉橋生子様～内服薬変更後より下肢の違和感と関連付けた薬に関する訴えがある。

　・赤坂順市様～以前ハロマンスで対応していた事、糖尿病の薬が処方されてからも服薬に対し消極的な発言が聞かれている。

　・伊藤雄一様～薬包の止め方がいつもと違った際に「前の主治医の時変な薬が出て…」という発言が聞かれていた。

　※日課の中に服薬があるだけではなく、患者様方が薬を飲んでいる生活をどれだけ意識しているか。日常的なアプローチと治療的なアプローチの両面からのサポートとアドバイスが必要です。

　※「何故薬を飲んでいるのか」ナイトプログラムのグループワークのテーマにし、患者様に考えてもらう時間を設けてもよいのではないでしょうか。

＜SSTミーティング＞

　明日のSSTは短期目標の設定になります。

　・古川富蔵様～外泊後に個別でSSTを実施し短期目標の設定を行っていきましょう。

＜猪股Drケースカンファ・診察＞

・木村　義重様～本人希望により来週の定期から就床前薬止めとなっています。夜眠れないようであれば再び処方する事、その際には服用するよう主治医より説明され了解しています。睡眠状況の観察・確認をしていきましょう。

・布施　邦雄様～本人より靴の購入を希望していますが、父様に希望を伝えられないと話す事があります。主治医より伝えてみるよう説明されると了解されています。

　　　　　　　　また1週間の買い物回数を2回にしたいと話される事や、漬物や昆布等のご飯のおかずの購入希望が聞かれている事、受け持ちスタッフと検討してみるよう対応している旨を主治医へ情報提供しています。受け持ちスタッフは1週間の買い物回数と購入内容について検討していきましょう。

・井上　和美様～本人より右口角周辺の掻痒感を訴え、軟膏の変更希望聞かれています。オイラックスクリーム1本処方となっています。「アズノールを処方してほしい」と特定の軟膏に固執する様子もありましたが主治医より効能の違いからアズノールは適当ではない旨の説明を受けています。皮膚状態の観察と塗布状況について確認していきましょう。

＜園芸について＞

・園芸担当スタッフで患者様ごとに園芸プログラムにおいての個別の目標設定を行っています。

　6月より毎週1回4～5名ずつ1ヶ月で全患者様が評価出来るようカンファレンス内で目標の評価を行っていきます。

　今後の実施内容の予定としては、2日に1回程度水遣りを行い（雨天時は不要。梅雨時期は水遣り回数を調整）畑からプランターに土を持って来て、植えていない花を鉢に植えていきます。実施後は実施記録を記入し、申し送り事項があった際は口頭もしくはWIZメールで情報共有をお願いします。ご協力宜しくお願いします。

